
花粉症は、一度症状が出ると鼻の中がどんどんびん感になり 

さらに症状がひどくなります。 

今年は、花粉がよく飛ぶと予想されています。ひどくなる前に花

粉を体の中に入れないような工夫をしたり、治りょうを始めたり

しましょう。 

2月は、全国生活習慣病予防月間です。生活習慣病とは、かたよった生

活習慣を続けることで起こる病気たちです。がん、心臓の病気、血管の病

気、とう尿病などがあります。生活習慣病は、おとながかかる病気だと思

われていますが、子どももかかることがあります。また、子どものころか

らの生活が影響することも多いです。 

規則正しい生活を送って、生活習慣病を防ぎましょう。 

 

 

 

                  

 

      

   

 

 

 

 

おとなも子どもも気を付けて！

子どもむけ 

ほけんだより 

令和６年２月９日  

高野小学校 

みんなの生活は

大丈夫かな？ 

生
活
習
慣
病
チ
ェ
ッ
ク
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クイズコーナー 2月 20日はアレルギーの日です。日本で花粉症と初めて

しんだんされたのは？ ①今から 80年前ごろ（太平洋戦争が終わったころ） 

②今から 60年前ごろ（1961年）  ③今から 20年前ごろ（2000年） 

健康を守る生活は、食

事、睡眠、運動がしっか

りできていることとス

トレスをためないこと

が大切です。 

帰ったら

洗顔 

帰ったら

うがい 

外出時は、帽子、メガネ、

マスクで花粉を付けない 

ツルツルして花粉が

付きにくい服を着る 

花粉を

はらう 

かくれ脱水って？ 

夏は汗が出ていくのが見えるのと、のども乾

くので水分を取りますが、冬も水分補給は必要

です。冬は汗こそかきませんが、呼吸やひふか

らのじょう発で体から水分がうばわれていま

す。冬は空気が乾いているので、そのスピード

は速いです。 

冬はのどが乾きにくいので、忘れず水分を取

ってかくれ脱水を防ぎましょう。 


